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デ ィ ラ ン ・トマ ス と ウ ェ イ ル ズ
久 納 泰 之
デ ィラ ン ・トマス の 初期 の 信奉 者たちは,詩 人の修辞の音楽性に魅せ ら
れ,逆 に トマスを非難す る人 々は,虚 飾 と無謀に満ちた彼 の作 品は支離滅裂
であ る,と きめつけ た。だが,こ こ数年,あ いかわ らず論争 は繰 り返 され て
はい るが,漸 く新 しい トマス像が出現 しは じめている よ うに思われ る。それ
は無秩 序 と不合理 に服従す ることに抵抗 している トマスであ り,彼 の複雑 な
リズ ム と 詩行 に 含 まれ ているのは,単 な る音楽性ではな く,そ こには優れ
た含蓄が あ ると断定す る トマス像 である。 こ うい う視点か ら編 まれたC・B・
くり
COxのDylanThomasには興味あ る論文が13篇 収録 されてい る。そ の中に
(2)
は1964年 に 出 版 され たJohnAckermanの トマ ス 論 の 一 部("TheWelsh
Background"および"TheIntruders:InfluencesandRelationships")
も再 録 され て い る 。
トマ ス に 対 す る ウ ェイ ル ズ の 影 響 に つ い て は,こ れ ま で さ ま ざ ま な 考 察 が
(3)
な され てきてい るが,た とえば,H・H・Kleinmanはか な り否定的な見 解を
提示 してい る。 す なわ ち,ト マスはSwansea生まれでは あるが,ウ ェイル
ズ語 を話す ことはで きなか った し,ウ ェイルズの伝統を背負 っていたわけ で
もない。 トマスがHopkinsからウ ェイルズの作詩法に関す る知識を引 き出
してい る とい う見方は必ず しも的確 ではな く,ト マス自身その事実 を否定 し
た ことがあ る,と 説 く。
(1).DγlanThomas:AColleetionoゾCri彦icalE∬ays(Prentice-Hall,Inc.,1966).
(2)DylanThomas'HisLiプeandVaorh(London:OxfordUniversityPress,
1964).
(3)TheReligiousSonnetsoゾLtylanThomαs(Universi七yofCaliforniaPress,
BerkeleyandLosAngeles,1963),pp.3-4.
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さ らに,ト マ ス詩 に 見 られ る"consonantchime"は ウ ェイ ル ズ 詩 の
(4)
cツnghaneddを思わせ るが,実 際は英語 のalliterationにす ぎない。Hopkins
に関 してい えぽ,彼 の トマスへ の反映は トマス詩 自体に現われ てい る とい う
よ りは,ト マス 自身がHopkinsに言及 した ことぽの中に よ り多 く見 られ る
のではないか。た とえば,1946年のBBC放 送で,ト マスは後進詩 人に深 い
影響を与 えた詩人 としてWilfredOwenや後期 のYeats,T・S・Eliotなどと
ともにHopkinsを加 えてお り,さ らに同 じ年の別のBBC放 送で もHopkins
の現代詩への影響を説いてい る。 ウ ェイル ズ文 化に対す る トマスの関心 も,
た とえぽ炭鉱夫 やその窮状が トマス詩 の主題 にな り得なか った よ うに,短 期
間,雑 誌Walesの編集 をや った とい う僅か な事実 に限定 して もよか ろ うし,
彼は ウ ェイルズ回復 主義者(irredentist)でもなければ,ウ ェイルズの民俗
研究 者で もない とKleinmanはいってい る。
だが,Kleinmanもトマスの修辞に対す る鋭 い感 覚は まさにCymricなも
のであ り,そ れは ドルイ ドの 吟遊詩人(Druidbards)に通ず る ものであ る
ことは認めてい る。 この点に関 して,さ らに精 細 な 考察 を 示 してい るのが
Ackermanである。彼 の所説を紹介 しなが ら,ト マス とウェイルズの関係 を
(5)
論究 してみた い。
(6)
トマ ス が19才 の と き にNeωVerseに 載 せ た
(4)Kleinmanは こ の 点 に 関 し て12世 紀 の ウ ェ ィ ル ズ 詩 人GiraldusCambrensis
のItinerarγThroughWalesより次 の 一 節 を 引 用 し て い る 。(…theEnglishas
wellastheWelsh)employthisornamentofwords[alliterationコinall
exquisitecompositions....NorcanIbelievethattheEnglishandWelsh,
sodifferentandadversetoeachother,coulddesignedlyhaveagreedinthe
usageofthisfigure;butshouldrathersupposethatithadgrownhabitual
tobOthbylongcustom,asitpleasestheearbyatransitionfromsimilar
tosimilarsounds.(1(leinman,伽の.
㈲cf・ 拙 稿 「デ ィ ラ ン ・トマ ス 論:そ の 宗 教 的 主 題 と ウ ェ イ ル ズ 」(小 樽 商 大 「人
文 研 究 」1962年7月)。
(6)QuotedbyHenryTreeceinDOrlanThomas(NewYork:JohndeGraff
Inc,,1956),p.30.
デ ィラ ン ・ トマ ス と ウェ イ ル ズ (27)
Poetryistherhythmicmovementfromanover-clothedblindness
toanakedvision.Mypoetryistherecordofmyindividualstruggle
fromdarknesstowardssomemeasureoflight.Mypoetryis,or
shouldbe,usefultoothersforitsindividualrecordingofthatsame
strugglewithwhiclltheyarenecessarilyacquainted_,Poetry,
recordingthes七rippingof七heindividualdarkness,mustinevitably,
castlightuponwhathasbeenhiddenfortoolong,and,bysodoing,
makecleanthenakedexposure_.Itmus七dragfurtherintothe
cleannakednessoflightmoreevenofthehiddencausesthanFreud
couldrealise,
く　　
とい う文章やAckermanがGeoffreyMooreの引用 を借用 して例示 してい
る 「ぼ くの中には獣 と天使 と狂 人 とが 同居 していて,ぼ くはその三老の動 き
を探究す るのだ。ぼ くが 問題 とす るのは,彼 らの征服 と勝利 であ り,ま た敗
北 であ り,混 乱 であ る。ぼ くは彼 らの 自己表現に努力 しているのだ」 とい う
トマスの ことば には アポカ リップテ ィヅクな論調があ り,自 意識 と修辞 に 支
え られた トマスが シ ュール レア リズ ムとフロイ ト的な ものか ら受けた衝撃 の
大 きさを示 している。 しか し,こ れ らの姿勢はやがて トマスに よって超乗 さ
れ,彼 の詩 の動 きは臨床 的 な 目標か ら次第 にひ とつの宗教 的な方 向を 目指す
ことになる。
初 期の トマス詩は,非 凡な才 能の浪費 とも思われ るほ ど,散 慢であ り,そ
の想像力 には しぽ しぼ方向づけが欠け ていたが,技 巧 の熟成 と,詩 人 として
の使命感 お よび 目的意識の増大に伴 って,主 題,詩 形 の両面に広が りと集 中
性 を備 える ようにな った。 ここで見落 してはな らない こ とは,内 面的 な進化
の芽 はす でに トマス詩 の初期にあ った とい うことであ る。詩 的エネルギ ーを
放 出 した トマスは,同 時 に環境の影響 と彼 自身の指 向性 とい う風土に支 え ら
(7)``DylanThomas,"KenツonRevieev,XVII(Spring1955)・
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れていた。 トマスは1933年に 初 めて一篇 の詩(anearlyversionof"And
deathshallhavenodominion")をNewEnglishWeeh!yに発表 して以
来,30年 代 に開花す ることにな るのだが,AudenやSpenderなどとの親近
性はほ とん どな く,社 会派あ るいは知性派 の詩人 とはな らなか った。
Anglo-Welshの詩人た ちは主観的であ り,従 って内観的な面を持つ。それ
は ロマ ソテ ィックな姿勢 とな って現われ,直 観を信 じ,強 烈で情熱的 な感情
の力を信 じ,外 的 な 自然 の力を容認す ることに なる。彼 らが好 んで扱 う主題
は幼年時代の探究 であ り,死 であ り,人 間の性 を探 ることであ る。 さらには
原始 的 な ものへの 自己投入や ウ ェイル ズの生活 の ヒ ューマラスな局面 の観察
に基いたお どけた調子 な ども出て くる。Anglo-Welshの詩 人たちは洗練 とか
知性にはあ ま り接近 しないのであ る。 トマスは 同時代 人たちの こ うした傾 向
に気 づいていた。Spenderが,ト・7スの ロマ ソテ ィックな反抗 は英語 で書か
れたあ ま りに も現代 的な詩 の 示す,Oxford流の,Cambridge流の,そ し
てHarvard流の主知主義へ の 反抗で あ り,ロ ソ ドン お よび 南部 のKing's
Englishに対す る反抗 であ るといい。 さらにKing'sEnglishは洗練 された美
を表現す るには適当か も知れないが,目 のあ らい織物や烈 しい 色彩 な どの荒
々しい効果を 出す こ とはで きない,と い う批評 を した とき,ト マスは感激 し
た手紙 をSpender宛に書 き送 ってい る。
9thDecember1952
_thankyou,verymuchindeed,foryournotice,ofmyCollected
Poems,intheSpectator.Youwere,asyouknow,theveryfirst
personevertowritetomeaboutapoemofmine;andthisisnow
theclearest,mostconsideredandsympathetic,and,inmyopinion,
truest,reviewthatIhaveeverseenofmywriting.Imean,that
yourstatementofunderstandingmyaimandmethodseemstome
tobealtogethertrue;andnocritichasattempted,inwritingabout
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mymostunevenandunsatisfactorywork,tosetout,plainly,the
differencebetweenthewritingofpoetryfromwordsandthewriting
ofpoetrytowardswords-thoughthat,s,ofcourse,oversimplification.
Nowriterbeforeyou;andIdowan七,please,tothankyouagain
(8)
verymuch。
トマス詩は強 烈な個性 の想像力か ら生み出 された ものではあ るが,そ れは
元 来 ウ ェイルズ的 な思考や感情 に育成 された ものであ った。叙情 性,詩 形 へ
の きび しい抑制,詩 人の機能 を ロマ ンテ ィックに捉 えた こと,体 験に対す る
宗教的 な姿勢な どは トマスの顕著な特性 であるが,そ れ は30年 代 の イ ソグ
ラ ソ ドの詩人たちに見 られた特性 とは無関係であ り,Anglo-welshの詩人特
有 の ものであ る。 その意味で キ リス ト教 の 思考や シムボルの扱い方 におい
て,トr～ス とT.S・Eliotを同一視す るのは愚か な ことである。 トマスの思考
は まった く別の伝統 の上 に構築 された ものであ り,彼 の宗教 とは直接 的,自
然的であ り,彼 が宗教的 シムボルを詩行に含め るとき,そ れは詩 その ものに
ほか な らないのだ。宗教が利用 され てい るのではな く,詩 的生命の一部 であ
り,ト マス 自身の一部 として宗教 は消化 されてい るのである。獲得 され た感
受 の方法ではな く,受 け継いだ もの といえ よ う。そ うい う意味で トマス詩に
(9)
おけ る宗教 的要素は,彼 の理解には きわめ て大切 であ り,VernonWatkins
のい う,ト マスのPuritan的な 面 も浮 か び あ が っ て く る こ とに な る。
Puritanismはウ ェイルズ人 の 生活 と思考 を長いあいだ方向づけ て きた ので
あ り,そ の影響はなん らか の形で厳存 しているか らであ る。
こ うした ウ ェイルズの トr～スへの影響 をAckermanは三つに 大別 してい
る。つ ま り,
(8)constantineFitzgibbon,selecte4LettersofDツlanThomas(J.M.Den七&
Sons,]し七d.,1966),P.386.
(g)commen七 〇nareviewofJ.M.Brinnin,DγlanThomas勿Ameptica,in
Encounter,vI,No.6(quotedbyJohnAckerman,op.cit.).
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(i)独 特 の伝統 を持 つ独特 の社会が与 え る,直 接的 な不可 避の影響 。
(ii)英語で作 品を書いてい るほか の ウェイルズ人作家た ちか らの影 響。
(iii)ウェイルズ語 とその文化か らの影 響。
第2に 関 して付言すれぽ,こ うしたAnglo-Welshの作家た ちは,ウ ェイル
ズ特有 の生活感情,換 言すれば,ひ とつの民族意識を作 りあげ るのに関与 し
てい る し,ト マスは彼 らの中のひ と りとして,ウ ェイルズ的な思 考や世界観
を持つ社会 を発見 しているのであ る。 ウェイルズ語 とその文化 につ いては,
トマス 自身は ウ ェイル ズ語 を知 らなか ったにせ よ,ウ ェイル ズ語を話す周 囲
の人 々や,ウ ェイル ズの詩 や散文 の英語訳を通 して影響 を受け ていた と考 え
られ る。
だが,ト マス詩の初期か らこ うした ウェイルズの影響が見 られ る とい って
も,ト マスがそれを明確 に知覚 しは じめたのは,も っと後期にな ってか らで
あろ う。つ ま り,初 め て ウェイル ズか ら移動 した ときに,ト マスは ウェイル
ズの生活 と伝統に大局的な 目を 向け,イ ソグラ ン ドのそれ らとの違 いを認識
しは じめたに違いない。 この ウェイル ズ文化 圏の一員 としての彼 自身 に気づ
いた トマスは,イ ソグラ ソドのそれ と次第 に接触 の度合いを増 してい きなが
らも,宿 命的に源流 の異 なる ウ ェイル ズを どこかで感 じていた と思われ る。
CollectedPoemsのNoteにトマスは 「羊の群れ を守 るために,妖 精 の 輪
(fairyrings)の中か ら,月 に対す る祭式 を 執 り行 な うのはなぜだ,と 尋ね
られた羊飼いが,そ うしなければ,お れは大ぼか者だ!と 答えた とい う話
を どこか で読んだ こ とが あ る。 この詩集の作 品は数多 くの生硬 さ,疑 義,混
乱 を含 んでい るにせ よ,人 間への愛 と神へ の賛美のために書かれた もので あ
り,も しそ うでなけれ ば,ぼ くは大ばか者だ」 と書いているが,こ こには吟
遊詩人 の輪(abardicring)があ る。 自己防禦的な皮 肉が感 じ られ ると して
も,そ こには詩人の持 つ高 度の機能 を主張す る トマスの姿が ある。古代の ウ
ェイルズや アイル ラ ソドでは詩人は単に韻文 の専 門家ではな く,同 時に異常
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i.lv
な心霊力を行使する人間だと考え られていた。詩人の地位や機能ゆついて高
い評価を主張する トマスの背後には,こ うした ウェイルズの特殊な伝統が息
(1(1)
ついているよ うだ。後期の トマス詩 では トマスは しば しば予 言者 乏な り,人
間 と神 のあいだで瞑想す る姿 を とる。特別な知恵 を備 えた人間 とな る。古代
Celt族の吟遊詩人(bard)の姿 と二重写 しになった トマス像 を 見 るのであ
る。全身でぶつか って くる修辞,凄 じい熱情,強 烈 な想像力,そ して神秘的
宗教的 な詩的洞察力 それ らは まさにあの ウ ェイル ズの偉大 に して雄弁 な
聖職者を彷彿 させ る。GeoffreyMooreは次 の よ うにい ってい る。
YoucanfindWelshmenwhoareasphlegmatic-seemingasthe
averageAnglo-Saxon,butgettheminanargument,oronaplatform,
orinapub,andyouwilllikelyasnotdiscoverthatqualityofpassion
(11)
andattackwhichintheWelshpreacheriscalled伽 ッ1.
シュール レア リズ ムや フロイ ト的 な ものは宗教 的,精 神 的影響では な く,単
に臨床 的な もの しか与 えなか ったが,ト マスが背負 っていた ウェイル ズの精
神的風土 は彼の原初 的,神 秘的 な,そ して ロマ ソテ ィックな詩的活動 に,ひ
とつ の思考の パ ター ンと文化的背景 を与 えてい る。
ウェイルズにはeisteadfoaと呼ぼれ る芸術祭典的 な集 会が あ るが,現 在の
よ うな形態に定着 したのは約200年前 であ る。当時は 自然宗教 や ドル イ ド僧
(druids)たちの祭儀に も新 たな関心 が 寄 せ られていた らしい。 こ うい う伝
統が,生 まれ故郷 のGlamorganに連 綿 として保持 されて きた ことを立証 し
ょうとしたIoloMorganwgが,漸く再構成 した祭儀は,ド ルイ ド僧に関係
が あ るもの と推察 で きる。彼は1792年に 吟遊詩人た ちの秘教 的な同人集会
⑩ た と え ば1πcountrツsleep(1952)の中 の"oversirJohn'shill"や"Poem
onhisbirthday."
ω``DylanThomas,"anessayinQソlanThomas,刀 馳Legen4an♂thepoet,
editedbyE.W.Tedlock(Heinemann),pp.254-255.
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であ るgorseadを初 めて開催 してい るが,そ れ 以来 このgorseddはeisteadfoa
の最後 に行なわれ る集会 として残 って きてい る。 このeistedafodの儀式にい
わゆ る原始的 な祭儀が加味 され てい るために,吟 遊詩 人たちはある種の神秘
的な力 を持 ってい る と考え られ たのだが,同 時 に考えなければな らない こと
は,ウ ェイルズの吟遊詩 人たちの作 品が世界 で も珍 しく厳格 な規制 を保 って
い る点 であ る。 きわめて複雑 な韻律(metres)を持つそれ らの詩作 品の特性
　　　ラ
は,現 在 もなお残存 してい る。つ ま り,横 濫す る吟遊詩 人の個性 と,儀 式や
複雑 な祭儀へ の指 向性 とが,詩 作 の技巧面に対す る烈 しい熱情 と共存 してい
るわ けで,こ こに吟遊詩人 の伝統 のパ ラ ドヅクスが見 られ るのであ る。 トマ
ス詩の原始的 な情動の烈 しさに 目を奪われた聴衆 は,と もすれ ば この パラ ド
ックスの一面で ある,ト マスの詩行に含 まれ ている苦闘の パ ター ソと規制 を
忘 れがちであ った。
このパ ラ ドックスは も うひ とつの別の形 を とって古代 の ウェイルズ詩 に現
わ れてい る。それは現実 を 陽陰の二面か ら同時 に 捉 え よ うとす ることで あ
り,不 統一 の中に統一があ るとい うパラ ドヅクスであ り,ト マス詩に見 られ
る子宮の死 に よって発生 した生命 は,同 時に もうひ とつ の死 の入 口に向か っ
て歩 き始 め るとい う,つ ま り,発 生の瞬間か ら崩壊 と死は 同時に存在 してい
るのだ,と す るパラ ドックスで もあ る。そ して時(time)を「永遠の一瞬 」
として凝視す るのであ る。相反す る季節 や情動 を 同時 に 意識 し,愛(生 と
性)と 闘 い(死)と を同 じ局面で捉 え,聖 なる秘蹟(sacrament)と不義 の情
愛 とを共存 させ ることに もなる。幹 ノ半面ハ炎 二包 マ レテイナガ ラ,他 ノ半
面 ・・シタタル ヨウナ新緑 二輝 イテイル木 を 作 り出すCelticmagicであ る。
Theatlas-eaterwithajawfornews,
(置3)
Bitoutthemandrakewithtomorrow,sscream.
(12)cf・拙 稿 「デ ィラ ソ ・ トマ ス の 詩 に 関 す る 覚 え 書 」(小 樽 商 大 「人 文研 究 」,
1960年7月),P・5・
(13)FromAltarωisebツowl-li8ht・
デ ィ ラ ソ ・ トマ ス と ウ ェイ ル ズ (33)
(事件を予知す る顎を持ち,世 界を食いつ くすアバ ドンは/明 日の悲鳴を
あげるマソダラゲを噛みちぎる)
この詩行につ いて トマスは 「この怪物一一一thea七las-eater一の 口は,未
見 の恐 怖 をすでに味わ い,そ の接近 を予 知 し,そ の舌 を これか ら起 ころ うと
す る事 件 の知 らせ の中に突 っ こむ こ とが で き,さ らに種の うごめ く以前 にそ
の子孫 の大罪に気づ き,肉 体 を明 日に向か って分娩 させ る子宮 の開 く前 に,
(14)
死んだ肉体が崩壊す るのを知 ることができる」 と注釈をつけている。まさに
これはパラ ドックスであ り,不協和音の複数のイ ミジ を 強制的 に 圧縮 した
り,あ る事象をまった く逆の事象 と対比 させて表現 した りする,初 期の トマ
ス詩はそこか ら引 き出されているのである。
このことは トマス の 詩作への 姿勢についてもいえるわけで,彼 の技巧は
体験に対する特殊な構えか ら生 じた ものである。 体験あるいは実在 を 二元
的に把握す る傾向は,ウ ェイルズ詩における作詩法とも関連する。 これを
Ackermanは,詩自体が体験のひ とつのパターソとなって くるわけで,し か
もそこには筋立てた叙述を 目指す意志はない,と 説明す る。詩行の"意 味"
の発展の仕方は直線的に延びてい くのではな く,渦のように集中してい く。
無垢か ら経験へ,恩 寵か ら崩壊へ,総 合か ら分解への経緯 を歌 うFemHill
に見 られるように,ト マスの詩行の各部分は連続的とい うよりは総合的な相
関関係にあ り,現実的な帰結や開始のない,ひ とつの総体的体験 として提示
される。そ うい うふ うに叙述の流れがな く,思考の連綿性に欠けている詩は
いきおい外形的な面により強い力点が置かれ ることになる。知的な規制 より
はむしろ技巧的な洗練 さを要求 して くる。音や リズムが広範にまた高度に活
(14)Themouthofthecreaturecantastealreadythehorrortha七isno七yet
come,orcansenseitscoming,canthrusti七s七 〇ngueintonewsthathas
notyetbeenmade,cansavourtheenormityoftheprogencybeforethe
seedstirs,canrealisethecrumblingofdeadfleshbeforetheopeningof
thewombthatdeliversthefleshtotomorrow,
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用 され,イ ミジ,リ ズ ム,語 句の反 覆,並 列的 な構成 の頻用 な どが トマス詩
に見 られ るのは このためであ る。 と くに トマスは音については きわ めて優れ
た 資質を示 してい る。 あえてい えば,彼 は語(群)の 意味 よ りも,そ れ らの
音に関 して細心す ぎたのであ る。AckermanはThomρsParry(AHist・ry
ofWelshLiterature・trans・byH」drisBell)に準拠 して,18世 紀 までの ウ
ェイルズ詩へ の批評 の視点 と して重要 なのは,そ の視点が音 と意味 とを同等
に重視 し ょうとしているか らであ り,韻 律,cynghaneda,そして韻文の構成
は,そ の思想内容 と同様 に,美 的効果 の 一部 を 形成 してい る,と 説いてい
る。つ ま り,ウ ェイル ズ詩において,音 の重要性 が認 識 され,複 雑 な韻律が
頻 用 され るのは,内 容の深 さや意味 を無視 してい るわけでは な く,こ の点か
ら,現 代批評 の傾 向 詩作 品の リズムや脚韻,頭 韻な どを望 ましい もの と
しなが ら,一 面におい てそれ らは詩行 の装飾物 で あると し,詩 にあ らわれた
思想 面に批評 の主光源を 向け よ うとす る は なん らかの修正 を必要 とす る
であ ろ う。 ウ ェイルズ詩 において,詩 とはcentddafoa・tonguesongであ
り,音 楽 とはce「dadant・stringsongであるが,両 者 ともcerdaなのであ
る。
調和(harmony)を意味す るcynghaneadはウェイルズ詩 においては,子
音お よび母音に よる音 のechoingによって詩行に パ ター ソを与 える手段 とな
る。cynghanedaは三つに大別 され る。
(i)Cpmghanedd(lytsain.
(ii)(=そ》ノn8haneadSain,
(iii)(コ～}ノnghanea4Lusg.
Cynghanedd(lytsainとは 多 数 の 頭 韻 よ り成 っ て い る もの で あ り,Cynghaneaa
Sainは一 行 中 に頭 韻 と脚 韻 を 含 む も の で,英 語 と し て の 一 例 を あ げ れ ば,
デ ィラ ソ 。 トマ ス と ウェ イ ル ズ (35)
Theroadwithitsloadoflads.
と な る。 す な わ ち,"road"と"load"はrhymeし て お り,"load"の"1"
は"lads"の中 で 繰 り返 さ れ て い るわ け で あ る。 第 三 の(;ynghanedaLusgは
中 間 韻(in七ernalrhyme)だけ を 含 む 。 こ のcynghaneaalusgの詩 行 は 一 音
節 以 上 の 語 で 終 り,そ の 語 の 語 尾 か ら二 番 目の 音 節 と,詩 行 前 半 の 最 後 の 音
節 とが 押 韻 す る 。 英 語 で 例 示 す れ ば 次 の よ うに な る。
くゆ
Asain彦inanoldpainting.(1七alicsmine)
ここで ぼ くたちが想起 しなけれぽな らない ことは,吟 遊詩 人た ちが こ うし
た複雑 な音や意味の パ ター ソを使い こなすに至 った背後 には,長 い伝 統があ
り,修 練 があ った とい う事 実で ある。そ の結果 と して,彼 らは本能的に,思
考や感情 を形態 化す るよ うになったのであ る。裏返 してい えぽ,頭 韻 のひ と
つ ひ とつ を,パ ター ソの中の織 糸の一本一本を,彼 らは意識的に苦労 して紡
ぎ出 してい るわ けでは ない。適当な韻律 を含 んだ語(群)が 無意識に詩 人の
脳 中に しば しば現われ,そ れ を駆使 して詩人は パ ター ンを構成 し,ス タソザ
(stanza)の韻律 を調整す る一 音 とイ ミジは本能的,非 人為的 な 衝動 とし
て捉 え られ,各 部分の最終的 な構築の段 階で初 めて理性的 な抑制が加 え られ
ることになる。 吟遊詩人たちの こ うした局面 を 認 識す ることは,ト マス と
ウ ェイルズの韻律の伝統 を正 し く関係づけ ることになる。Fernthllの中の
"youngandeasy"(第1連,第6連),"9reenandgolden"(第2連,第5
連),"hapPyasthegrasswasgreen"(第1連),"hapPyastheheartwas
long"(第5連),"greenandcarefree"(第2連),"lovelyandwatery"
(第3連),"Adamandmaiden"(第4連),"greenanddying"(第6連)
⑯GwynWilliams:AnIntroauctiontoWelshPoetry(FaberandFaber,Ltd.,
1953),pp.243-245.「,
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な どの よ うなひ とつの リズ ム,イ ミジの連が りはそれぞれ単独に感受 され,
それ らは意識的 な技巧 を加 え られて,よ り大 きな ことぽの パ ター ソに作 りあ
げ られ る。 イ ミジに関 しては,し ば しば引用 され る トマス 自身の説明,
_Ibelieveinthesimplethreadofactionthroughapoem,but
thatisanintellectualthingaimedatlucidity七hroughnarrative.My
objectis,asyousay,conventionally``togetthingsstraight."Outof
theinevitableconflictofimages--inevitable,becauseofthecreative,
recreative,destructiveandcontradictorynatureofthemotivating
centre,thewombofwar-Itrytomakethatmomentarypeace
(16)
whichisapoem.
が あるが,リ ズ ムに関 して も トマスは同 じよ うな過 程を経 ていた と考 え られ
る。あ る リズムを感得 し,そ れに修正 を加 え,さ らに第二 の リズ ムにおいて
も同 じ操 作を加え,ふ たたび最初の リズ ムに帰 り,両 者 をひ とつ の音 のパ タ
ーソに形態化す るので あ る。 こ うした音の構成 を意 識的 に重ね る トマスは,
ウ ェイルズ詩 の韻律 に 連が る自分の姿 を 見ていたのか も知れ ない。Gwyn
JoneSはトマスをそ の韻律 の巧妙 な複雑 さにおいてWelshで あ ると 考 えて
い る。つ ま り,漠 然 としたcynghanedd・子音の調和,母 音のひ び きな どの点
ばか りではな く,彼 の韻文の厳格な規制 とい う面 に関 して もWelshだ とい
うのであ る。そ して トマスの技巧 の熟成 に伴 って,技 巧 と詩 的洞 察力 との密
着度 も深 まってい くことにな る。
さ らに トマス詩の成 功のひ とつはstyleのそれで ある ことも,こ の技巧 の
(17)
巧 み さ と 無 関 係 で は な い 。DerekStanfordはMatthewArnold(The5tudy
ofCelticLiterature)のこ と ぽ を 引 用 し("Style,"observesArnold,"isthe
(1⑤HenryTreece,ibid.,P.37・
⑰DylanThomas(NevilleSpearman,1954),PP・25-26・
デ ィラ ン ・ トマ ス と ウ ェイ ル ズ (37)
moststrikingquali七y,,ofWelshverse."Celticpoetry,"hecontinues,
"seemstomakeuptoitselfforbeingunabletomastertheworldand
togiveanadequateinterpretationofit,bythrowingaUitsforceinto
style,bybendinglanguagea七anyrate七〇i swill,andexpressingthe
ideasithas….Ithasallthroughitasortofintoxicationofstyle…,,),
トマ ス 詩 の 特 殊 な 魅 力 を 定 義 づ け る に う っ て つ け の 評 語 で あ る とい っ て い
る 。
鋭 く強 烈 な 感 受 力 に 裏 打 ち され た 技 巧 か ら生 み 出 され た トマ ス 詩 のstyle
は ま た ウ ェイ ル ズ 詩 の 顕 著 な 特 色 で も あ る。 情 動 的 に 烈 し く迫 っ て くる トマ
ス の こ と ば は,そ の 烈 し さ と高 揚 の ゆ え に,彼 の 詩 の 実 体 に 奔 流 の よ うな 感
動 を 呼 び 起 こす 原 動 力 を 付 与 した 。 最 初 か ら 知 的 独 創 性 とい うよ りはstyle
上 の 独 特 さに よ りか か っ て い た トマ ス の 作 品 に は,詩 の 思 想 は き わ め て 貧 弱
に しか 含 まれ て い な い 場 合 が あ るが,そ の 不 毛 を 支 え て い る 力 と巧 妙 さ は 俄
か に は 否 定 で き な い 存 在 価 値 を 持 っ て い る。
トマ ス,GwynJones,vernonwatkins,GlynJonesなどの ウ ェイ ル ズ
詩 人 を 結 び つ け,ま た 個 性 づ け て い る の はstyleの ほ か に,隠 喩 の 豊 か さ
(と き に 正 確 さ と一 貫 性 を 欠 く こ とは あ る が),き わ め て 感 覚 的 な(そ し て し
ば しぼ 官 能 的 に な る)想 像 力,幻 想 や 不 合 理 を 楽 しむ 傾 向,深 く滲 透 し て い
くペ ー ソス な どが あ げ られ る。 だ が,こ う した 場 合 に も ウ ェイ ル ズ詩 人 た ち
に と っ て は,観 念 よ り も語(群)が 第 一 で あ り,散 文 に お い て さ え,そ の ア
プ ロ ー チ の 仕 方 は 詩 人 の 場 合 と 同 じ な の で あ る 。 感 覚 を 通 して 観 念 を 述 べ
よ う とす る の で あ るが,こ の 感 覚 に よ る伝 達 は,雄 弁 に な りが ち な ウ ェイ ル
ズ 人 の 性 癖 と隠 喩 で 表 現 し ょ う とす る 生 来 の 傾 向 とあ い ま って,往 々に し て
不 正 確 で 誇 大 な 修 辞 を 生 む 。 そ れ を 抑 制 して い る の が た く ま しいsenseof
humourと詩 形 へ の 厳 格 さ で あ る。
トマ ス 詩 の 特 色 の ひ とつ が 技 巧 へ の 力 点 に あ る とす れ ば,当 然 彼 の 詩 人 と
して の 進 歩 は,ウ ェイ ル ズ の 吟 遊 詩 人 的 な技 巧 家 と して の成 熟 度 に 深 く結 び
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つ いてい るので あ り,後 期の トマス詩 の完成 された詩 的技巧は,ト マスの意
識の有無 とはかかわ りな く,ウ ェイルズ詩の伝 統の流れ の中に位置 してい る
ことになる。
ウ ェイルズ詩の伝 統の中にあ るNonconformityもトマス詩に関連が あ る。
ウ ェイルズのNonconformityは強烈 で内観的な宗教 的熱情の風土を生んで
い る。それは 「個人 の救済」 の重要性 を強調 し,個 人 としての人間 と神 との
個人的 な結 びつ きに視 点 を 向け る。 同時 に聖書を読む ことも奨励 した。20
世紀初頭 の ウ ェイル ズ人の生活 におけ る二つの重要 な特徴は,(i)自 己表現
の明確 な,宗 教 心 を 持 った人 々 の 存在 と(ii)そうした人 々 は 内観的な,
Puritanの良心 を備 えていた,こ とである。
い くつかの神学的 な概念は,Anglo-Welshの詩 について多 くの知識を与 え
て くれ るが,そ れ らの概 念が体験 に対す る宗教 的態 度のみ な もととな ってい
る。 と りわけ,動 植物 を 含めたす べての生命 を 詩人が賛美 し,感 覚的 な こ
とぽでそれを 表現 してい る 背後にはそれ らの概 念 が 横たわ ってい るので あ
る。すべての生物 が 合一で あ るとい う意 識 は 宗教的性格の ものであ る。詩
人は路傍 の ス ミレー本に も深遠 な哲理 の 潜む ことを知 る,そ してそ うい う
sacrament的な宇宙 を知覚す るのであ る。そ こか らすべての生命 はそれ 自体
神聖(holy)であ り,創 造主へ の証人であ る とい う考 えが生 まれて くる。聖
書の奨励の結果 か,ウ ェイルズ人の性格の中にはヘ ブライ的な要素が見 られ
るが,全 世界 のすべ ての ものはそれ 自身の存在 のために神聖だ とい う信念 は
そ こに根 ざ した ものであ る。 すべ てはsacrament的全体 の一部であ り,な
に ものかの模倣物 として存在す るのではない。 ウ ェイル ズ的性格には,畏 怖
(awe)の感情や創造への賛 美な どが含 まれてい るが,そ れは 同時に外的 な 自
然に対す る鋭敏 さと原始的 な無垢感 とにつなが ってい くこ とにな る。
聖書は トマスに とって も,そ の イ ミジ ャリーの大 きな源泉であ った。た と
えぽ,
デ ィ ラ ソ ・ トマ ス と ウ ェイ ル ズ (39)
_Themalordivisionsintowhichwecanplaceboththeimagery
andthepoemsareBiblical.Thereisnodoubttha七histreatment
ofthebroadaspectsofhumanawareIlessinthepoetrywasaffected
byanenthusiasticsamplingofcountlessworks,fromFreudtoFrazer.
Buttheoverwhelminginfluenceonthepoetryisclearlythatofthe
Bible./EveryWekhhome,Thomaste11sus,hasaparlorwithits
,18)
Bible_.
聖書は繰 り返す まで もな くAnglo-Welshの作 品に も きわ めて 大 きな影響 を
与 えているわけであ る。そ して またNonconformityの徳義(ethic)は,個
人 の良心,罪,救 済 な どとの関連において,ト マスの詩作 品にそ の特徴 であ
る精神的 な緊 張を もた らしている。
このNonconformityの宗教 運動 が 人 々の関心 を 引いたのは,そ の情動
的な訴 えの形態 にあ った。AckermanはGeraintGoodwin(TheHayaayin
theBlood)を引いてその様子 を説 明 してい るが,そ れに よる と,ウ ェイル ズ
人たちの歌 う賛美歌の低 く異 様な旋律 は 「風 の胞膵が次第に高 まるよ うに広
が ってい き,風 の よ うに奔放 で肌を刺す 旋律 であ った。風 の ように所 在定 ま
らず,初 め と終 りはあ って も,そ の後は風の吹 き過 ぎた後 の よ うであ り,つ
いにはすす り泣 きとな り,怒 号 とな り,頭 上を越 えて無限の空の中へ流 れ出
た。賛美の人声は歌 の中に吸収 され,歌 は人 々の群れ を越 え,す べての もの
を越 えて,暗 い炎の よ うに黒ず んだ美 しさに包 まれ てい った」 とい う意味 の
ことが描かれてい る。 た しかに 説教集会や,し ば しぼ 行われ る 熱狂的な伝
道集会,賛 美歌の大合唱祭な どは,情 熱的 な ウェイル ズ人たちに,ま た とな
い興奮 とイ ソス ピ レーションを経験す る機会を与 えたのであ る。 ウ ェイルズ
の賛 美歌合唱 には 乃癩 θ地 つ ま り古代民族が持 っていた来世へ の希求が漂 っ
⑯WilliamT.Moynihan:TheCmftandArtofDッ 伽Thomas(Cornell
Univers鼻tyPress,1966),p.219.
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ていた。 ウェイル ズの賛 美歌作者の孤 独 と情 熱 とは,ウ ェイル ズ的な性格 の
提示す る要求か ら 生 まれた ものであ り,ま たその要 求 に 応 え る ものなので
あ る。 トマス の 葬儀 の際 に,CaitlinThomasは"…whenDylanwould
haveobviouslypreferredthetypicalbloodand七hunderWelshhymns
passionatelyshoutedoverhim・"と述べ てい る。
このNonconformist運動の中か らウ ェイル ズ の 偉大な説教家たちが生 ま
れ,吟 遊詩人 の集会(bardicmeetings)を思わせ る説教 祭典が行われ るよ う
に な り,い わゆ るhwyl(religiousfervour)として知 られ る詠 唱調の雄弁が
出て きた。 この ウ ェイル ズの説教家た ちのhwylは ヴエイルズ語 と英語 の両
方 で行われたが,会 衆はそれを熱狂的に受 け とめたのであ る。 こ うして教会
堂(chape1)はウ ェイル ズに 支配的な勢 力をふるい,ウ ェイル ズ人の気質の
形成 に大 きな貢献 を して きた。従 って,Anglo-Welshの作 家たちが説教壇 の
影響 を非 常に直接 的 な もの と考えて も不思議は ない し,そ うした影響の下 で
ことばの音に対 して鋭敏に な った トマスの よ うな詩人は,表 現 の基本的な手
段 として,リ ズ ムや詠唱や,詩 行 の音楽性 な どを伝統 的に受け継いでいた こ
とに なる。
ひ とつ付 言すれば,ト マス の 父方 の 祖父 の 兄弟にWilliamThomasと
い う人物がいたが,彼 はCardiganshireのUnitarian派の 聖 職者 として,
GwilymMarlesとい う筆 名を使 って ウ ェイル ズ語で詩や散文 を書いてい る。
彼の書 くものは急進 的で あ り,神 学 においては 自由主義者,政 治においては
急 進論者であ った と伝 え られ る。 このGwilymMarlesのMarlesはトマス
の真中の名前Marlaisの古形 と考え られ る。
聖書の恩寵に恵 まれ,教 会堂か ら直接 的な影響 を受け なが ら,道 に迷 った
Nonconformistとして,受 け継いだ宗教 と苦闘す る ト・7スの姿 は,こ の詩人
を描 くにふ さわ しい図であろ うか。
(1967.ll)
